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証明した。これは誘発筋電図に於ける M波が， 主 
6) 進行性筋ヂストロフイー症におけ神経系障害 として kineticGomponen tにより構成されるもの
について であり， H波が tonicComponentよりなり，臆反
飯田政雄・ O鬼頭昭三 射による T波が両者の混合であるという実証に基く
室隆雄・ 朝長正徳 ものであった。
〈国立下志津.病院，東大中尾内科〉 進行性?ストロフィー症くDMP)においては臆
進行性筋ツストロフィー症の 190例を対象として 反射の如き Plasicstrechに対応するものはほとん 
WISC法による知能検査，脳波，末梢運動神経伝導 ど見られないにもかかわらず， H波はよく保たれて
速度，筋電図などの方法を用いて主として神経系障 いる場合が多い。しかし H波にも， M波にも強い
害の立場から観察を行なった。本症例群 86例の 機能低下の所見が見られ，これらが筋の収縮機能に 
WISCは劣および最劣が正常群に比して著るしい高 どの様に反映しているかは興味ある問題である。
率を示す。そして知能低下の例では生命の予後もわ 更に筋のみならず，神経筋接合部，末梢神経，脊
るいようである。 髄シナプスにも機能低下の状態が見られることを明
120例についての脳波検査では Normal，Border- らかにしたが，これらはそれぞれの部位を賦活する 
line，Abnormalがそれぞれ 1/3を占めでいる。そ 方法をとることにより，機能的に正常のレベル迄持
して脳波異常群では WISC劣が高率である。また ち来すことが出来た。これは DMPの理学療法の
経過年数の長い例で脳波異常も高率である。本症の ーっとして意義あることであり，これらの効果を筋 
112例で末梢神経伝導速度を測定した。 DMP群で 張力の面からも確認することが出来た。
正常群に比して有意の低下があり， 症例の 20%が 
Abnormal，20%が Borderline，60%が Normal 8) Neuro-Behcef症候群の臨床病理学的研究
である。伝導速度の低下と経過年数との聞には関 松本貯・十束支朗・緑川隆
係がない。更は本症について筋電図検査を行った結 〈千大，神経科〉
果を次の 3群にわけた。 (A)Miogenic patternの 竹内達〈千大，皮膚科)
みのもの (56例)， (B) Basic には Myogenicで Behcet症候群の約 20%において，その経過中に
あるが NeurogenicPatternを混ずるもの (27例)， 何らかの精神神経症状の合併を来たすという。近 
(C) Myogenic Patternとして不完全なもの叉は明 年，所謂 Neuro-Behcet症候群は， 予後不良なこ
らかでないもの (22例)，である。出現部位では と，かっ症状が多彩なため，極めて注目されてき 
High Amplitude Nmuは上肢近位には少ない。 た。私共怯，自験 9例より以下の結論を得た。 
Duchenne型にはAが多く，経過年数の長いもので (1) 発病年令: 18，._57才にわたり，平均 31.7
はCが多い。またA群では伝導速度正常率が高く， 才。 
B，C群では伝導速度異常率が高い。更に兄弟姉妹 (2) 性別: 男子 8例，女子 1例。
で3名共 NeurogenicPatternの著明な例， 3名 (3) 初発症状: 口腔および舌潰蕩 5例， 眼症
共知能低下のつよい例，また筋電図上の Neuroge- 状 3例，神経症状 1例。 
nic Patternと知能低下を同時に示した例を紹介す (4) 発病より精神神経症状発現までの期間: 1 
る。これらの所見から進行性筋ヂストロフィー症で カ月より 6年にわたり，平均 2年4ヵ月。
は中枢および末梢神経にわたって各種の変化がみら (5) 症状の頻度: 四肢の痘性~不全麻痔 9例
れ，それが筋病変とは別に同時に存在する Defect (100%)，頭痛 7例 (77.8%)，痴呆 5例，感情障害 5
であろうことを示唆した。 例，知覚鈍麻4例，言語障害4例，眼振3例，排尿
便困難3例，顔面神経麻痔 2例，複視 2例などであ 
7) 進行性筋ジストロフィー症の研究 • る。
富田 裕・石田三郎(千大，整形外科) (6) 髄液および血清の蛋自分画: いづれも F 
O近藤正治・松本秀夫(国立下志津病院〉 および r-globulineの増加と AjG比の著しい低
先に演者等は，人体筋の等尺性収縮に際し発生す 下をみた。
る張力曲線および筋電図を解析して，これに tonic (7) 剖検所見: 1例において，脳幹・脊髄に主 
Componentと kineticComponentのあることを 病変をもっ脱髄性脳髄炎を示した。
